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■p.134 交 通 No.27⑵問題（令和６年２月６日掲載） 

 

⑵の問題中、以下の箇所を訂正いたします。 

誤：道路標識等で転回の禁止がされていない交差点 

正：道路標識等で転回が禁止されている交差点 

 

■p.298 刑 事 No.20⑵解説 

 

⑵の解説を、以下のとおり訂正いたします。 

夜間取調べ（午後 10時から翌日午前５時までの間に行う被疑者取調べ）又は長時間取調

べ（休憩時間を除き、１日につき８時間を超えて行う被疑者取調べ）を行う場合、署長指揮

事件の場合は警察署課長（島部にあっては次長）から、主管部長指揮事件の場合は本部所属

長から、事前に「被疑者取調べ承認願」により、承認を受ければよい。 

 

■p.304 刑 事 No.29⑸解説 

 

⑸の解説を、以下のとおり訂正いたします。 

令和４年３月１日より、本署当番員等が行う被疑者取調べに係る承認の特例が廃止され

た。枝文の場合、刑事担当課長が在署しているのであれば、そちらから承認を受け、不在の

ときには電話等により承認を受ける。担当課長へ連絡がとれない場合であっても、課長代理

から承認を受けることはできず、指揮者である警察署長（主管部長指揮事件の場合は、主管

部長）から承認を受ける。 

 

■p.305 刑 事 No.30⑴解説 

 

⑴の解説を、以下のとおり訂正いたします。 

枝文の場合、事前に承認を受けたのは夜間取調べについてであるから、それが長時間取調

べに及ぶのであれば、改めて長時間取調べについて承認を受けなければならない。 

 

■p.308 刑 事 No.31⑴解答・解説、正解 

 

⑴の解答・解説及び正解を、以下のとおり訂正いたします。なお、出題時の正しい肢が運

用変更により誤り肢となった関係で、正解肢が複数となりました。 

⑴ 誤り。令和４年３月１日より、本署当番員等が行う被疑者取調べに係る承認の特例が廃



止された。承認者である警察署課長が不在であって、電話等でも連絡がつかない場合には、

指揮者である警察署長から承認を受ける。警察署課長代理や本署当番責任者から承認を

受けることはできない。 

正解 ⑴、⑶ 


